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水田におけるガス発生量の簡易測定法
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1  は し 力ヽ き

最近,地力増強における有機物施用の重要性が認識され

ているが,同時に水田作諸作業の省力化は稲わらや未熟堆

きゅう肥の施用による有害物質の生成や根系障害の発生な

どの問題を招いている。

又,従来の土壊ガス生成量の測定法は実験室的であり,

土壊をインキ,ベートする方法やロート,注射器を使用し

てガス成分を採取分析するミクロな方法などである。これ

らの方法では実際の圃場での発生量の測定は不可能なので,

現場で簡易に測定できる装置を考案し,水日でのガス発生

量を調査し,更にガス抜きとして行われている中耕の効果

についても検討した。

2 材料及び方法

1 装置の作成
装置はメスシリングー (100 CC), ロート(径 15"〉 ,

ピンチコック,ゴム栓,ゴム管及びガラス管を準備し,こ

れらを図 1の ように組立てた。なお,その他に調査用の円

筒 (直径H",深 さ12“ )を調査点数だけ用意する。
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て, 底部から手を入れて内部を投拌できるようにして

おく。又,調査期間中は最低 2磁ぐらいに湛水しておく。

(2)調査の時に装置全体に別の容器で水を満たし, 2つ の

ビンチコ″クを閉して周囲の凹地などを利用してできるだ

け気泡が入らないようにロートを前
'ち
させる。

(3)そ のままの状態で田面水中を移動し,ロ ートを円筒の

上にかぶせ,メ スシリンダーを倒立させて 2個のコックを

開き,中の空気の量を測定した後コックを閉じる。

(4)円筒の底部から手を入れて内部を充分に投拌する。

(5)ガスが出なくなつたらメネシリングーを倒立させ, こ2

のコックを開きこ1の コックをゆるめると,ガスがメスシリ

ンダー内に上昇すると同時に。2の ゴム管から水力統れ出る。

(6)ガスが全部上昇し終つたら2個のビンチコツクを開じ

てメスシリンダーの目盛を読み,前の空気の量を差引けば

円筒内の上量当りのガスの発生量がわかる。

(7)測定が終つたら円筒は次の調査のために別の地点に埋

設し,調査ごとに前述の操作を繰り返す。

上記の方法を用いて次の調査を行つた。

(i}黒泥土壌における有機物の種類及び添加資材の相違と

ガス発生量について,区の構成と内容は表 1に示した。

表 1 調査区の構成と内容

{‖ )中耕とガス発生量については,

① 強グライ土壌 (古川 )における堆1じ区とわら+石灰窒

素区。② 黒泥土壌 (名取 )におけるわら十土壌改良資材連

用田 (わ ら500,ケ イカル 120, ヨウリン60り/10a),に

ついて中耕の有無とガス発生量について調査 した。なお中

耕は,名取では 6月 5日 ,古川では 6月 5日 と19日 の2回 ,

それぞれ手押し除草機で行った。調査用の円筒は名取では

5月 22日 ,古川では 5月 30日 に埋設した。

6 結果及び考察

1有機物の相違とガス発生量の関係を調査した結果は図

2の通りである。

図 1 ガス測定装置

2 測定方法
(1)予 じめ回場に円筒を埋設 して置く

を地表面と同じにし,下端を作土深よ
が, 深きは上端
り3"位 浅 くし

施 用 資 材 と 量 (協/10a

わら+石 N わら(500) 石灰窒素 (20)

わら+石 N
+土改材

わら(500), 石灰窒素 (20)
タイカル (120),ヨ クリン(60)
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図 4 わら分解量とガス発生量 (昭和51年 )

図は調査値の積算で示 しているが,対照区 (無有機物区)
と比較すると, 6月 末までに堆肥区で25%.わ ら+石 N区
で40%,わ ら+石 N+上政材区で60%の増加となり,特に
土改材区は 6月 上旬に対照区の

'5%増
となり,ガスの発生

が早まる傾向がみられた。

2中耕 とガス量の関係を調査した結果は図 3と 表 2に示
した。名取圃場では6月 5日 の中耕で, 6月 中のガス量の

積算値は無中耕区の63%に なった。又,古川での調査によ
ると,中耕後のガス量は無中耕区の67～85%に なつている。
両区ごとの 2度の調査の積算値では,両区ともに約75%の
量になった。

表2 中耕とガス量 (凛′/± 1`)

調 査 日
区 名 6月 16日 6月 22日 計

堆   肥 (無 中 耕 ) 23 5
(100)

32 9
ζ100)

56 4

堆Лじ(6/5'6/19中耕 ) 158(67 2)
25 6
(77 8)
414
73 4

わら■石 N(無 中 耕 ) 34 6
(100)

飢
Ю

t2t+6N (o/S, o/19 +#) 2, 3
(84 7)

39 4
(69 0)

注

3昭和 51年に名取で行ったわらの分解量とガス発生量に
ついては図 4の通 りで,わ らの分解が進む 6月 中旬から 7

月中旬にかけて,ガスの発生量が多くなる傾向がみられた。

これらの結果から,未熟有機物を施用するとそれらの分
解によってガスの発生が多くなり,中耕によって発生した

'ス
の25～35%を 土壌中から追い出すことが確認された。

更に,こ の装置の問題点として ,

(D 湛水状態でないと測定できない。

② 同じ場所を連続して調査できない。
(3)ガスの分別定量ができない。

●)測定時にロートと円筒のかさなったところから空気
がはいりやすい。

などがあげられるが,水田に投入される有機物の種類は
堆肥,き ゆう肥,ゎ ら位で,一般的には大きく異ることは
ないので,ガスの種類も大差ないと考えれば,簡単に安価
な材料で作ることができ,上壌一定量当りの自然状態での
ガス発生量が測定でき,従来行なわれている注射器に比較
して使いやすく,つ まりが少ないなどの利点があり,調査
時期や方法を工夫すれば充分活用できるものと考える。

水口におけるガス発生量を現場で簡易に測定できる装置

を考案し,合わせて,有機物の種類及び中耕の有無とガス
発生量を調査し,次の結果を得た。
1 有機物の種類とガス発生量は,無有機物<堆肥くわ
ら+石 Nくわら+石 N+土政材となり,土改材施用区はガ
スの発生が早まる傾向にあった。

2 中耕することにより,ガス量は無中耕区の65～75%
になつた。

3 わらの分解速度とガス発生量の関係にかなりの相関
がみられた。

4 この装置は今後充分活用できるものと考える。
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